
◆
第
4
回
役
員
会
報
告
◆

◆
会
長
あ
い
さ
つ

　
　

及
び
Ｏ
Ｇ
Ｓ
理
事
会
報
告

•
Ｏ
Ｇ
Ｓ
ニュ
ー
ス
に
役
員
座
談
会
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

•
産
業
創
造
館
「
紙
の
加
工
展
」
見

学
。
印
刷
業
界
以
外
も
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
な
り
う
る
。

　
Ｊ
Ｐ
展
も
集
客
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
。

日　

時
：
4
月
12
日
㈬
６
時
30
分
〜

場　

所
：
社
会
福
祉
指
導
セ
ン
タ
ー

出
席
者
：
田
中
幸・鈴
木
裕・兵
頭

 

佐
々
木・宗
次・田
畑

 

岡・田
中
範・山
田
益  

 

　
　
　
　
　
　

各
相
談
役　

　
「
Ｊ
Ｐ
２
０
１
７
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と

印
刷
展
」
が
名
称
を
新
た
に
、
４

月
19
日
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
で

開
幕
し
た
。

　

９
７
社
２
０
９
小
間
で
４
つ
の

「
価
値
生
成
プ
ロ
セ
ス
」
を
提
案
。

開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ｐ
展
に
は
、
19
日

か
ら
２
日
間
で
合
計
２
２
、
５
０

１
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
「
多
く
の
人
々
に
印
刷
の
新
し

い
姿
を
見
て
も
ら
い
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
で
、
都
心
の
中
央
部
に

会
場
を
移
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
発
展
と
、
新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
提
供
す
る

開
か
れ
た
産
業
で
あ
る
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
、
新
生

ＯＧＳ総会
5 月 25 日（木）    於  ホテル日航大阪

案内状を２点同封しております。
ゴールデンウィークをはさみますが、ご返信
よろしくお願いします。

　

は
じ
め
ま
し
て
、
原
多
印
刷
株
式

会
社
の
原
多
鈴
乃
で
す
。

　

こ
の
度
、
母
の
後
任
に
て
コ
ス
モ

ス
会
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
、
大
変

う
れ
し
く
、
ま
た
大
変
頼
も
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 新

入
会
員
紹
介

原多印刷株式会社
原多 鈴乃 さん

「
Ｊ
Ｐ
２
０
１
７
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
印
刷
展
」

「
Ｊ
Ｐ
２
０
１
７
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
印
刷
展
」

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
印
刷
展
」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

会
場
も
一
方
通
行
で
各
出
展

社
の
ブ
ー
ス
を
全
て
視
察
で
き

る
よ
う
に
構
成
。

　

展
示
会
の
ほ
か
、Ｊ
Ｐ
潮
流
セ

ミ
ナ
ー
、
出
展
社
セ
ミ
ナ
ー
も

盛
況
に
開
催
さ
れ
併
催
で
「
第

１
回　

技
術
と
製
品
サ
ン
プ
ル

展
」
も
反
響
を
呼
ん
で
い
た
と

思
い
ま
す
。

　

来
年
は
、
２
０
１
８
年
４
月

18
日（
水
）・
19
日（
木
）マ
イ
ド
ー

ム
大
阪
で
開
催
。
来
年
も
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
溝 

口 

恵
美
子

ＩＣＴとは
《information and communication technology》情報通信技術。
情報・通信に関する技術の総称。従来から使われている「IT
（Information Technology）」に代わる言葉として使われている。

　

６
月
14
日
に
開
催
予
定
の

「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
講
座
」
は
中
止

に
な
り
ま
し
た
。
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こ
の
と
こ
ろ
整
理
に
明
け
暮
れ
て

い
ま
す
。
大
規
模
な
整
理
は
生
ま
れ

て
初
め
て
な
の
で
、
感
傷
的
に
な
っ

た
り
、
ス
ッ
キ
リ
気
分
良
く
な
っ
た

り
、
極
端
な
精
神
状
態
で
す
。

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
。
今
の
年
齢

の
せ
い
な
の
で
し
ょ
う
が
、
世
の
お

元
気
な
先
輩
方
か
ら
見
れ
ば
、
私
な

ど
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
扱
い
で
す
が
、

片
や
現
役
世
代
の
中
で
は
ま
る
で
長

老
の
扱
い
。
こ
ち
ら
の
極
端
は
、
戸

惑
い
ま
す
が
、
笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

                       

森
沢
　
美
和
子

　
次
回
は
山
田
益
子
さ
ん
で
す
。


